






























特に，Lee and Carter (1992) を皮切りに，双線形型の回帰モ
デル（以下，Lee-Carter モデル）が広く用いてきた．Renshaw 
& Haberman (2003)による拡張Lee-Carter モデルは












経験対数死亡率log ෝmxt = log Dxt / Ext の年齢別平均で推定
され，各ファクターは log ෝmxt － αx の特異値分解における
第1～K 特異ベクトルとして得られる．
本研究では，地域別に細分化された生命表データに対する
Lee-Carter モデルの拡張を提案する．地域 i ごとの暦年t に





Dxt ~  Poisson(Ext mxt)
log mxt = αx + βx
(1) κt
(1) + … + βx
(K) κt
(K)
上式は， log ෝmxti － αx をテンソル分解（CP分解）したものと解釈
され，切片および各ファクターは次式による更新を対数尤度が
収束するまで繰り返すことで推定した．





















































,  i = 1,….,47, k = 1,…,K
※ 各更新の前に期待死亡率෪Dxtiを次式で再計算しておく
෪Dxti = Exti mxti = Exti exp{αx + βx
(1) κt
(1) γi




Dxti ~  Poisson(Exti mxti)
log mxti = αx + βx
(1) κt
(1) γi
(1) + … + βx
(K) κt
(K) γi
(K)
